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１－１．メンテナンスモード 

ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌｏｒｅｒをメンテナンスモードで起動します。メンテナンスモードは、本体の製造時、保守点検など、特殊な

用途で使用する時のモードです。下記の追加機能が、加えられます、 

１．本体の制御プログラムの書換え  

２．Ｋ９Ｆ５６０８（データメモリ用ＩＣ）の不良ブロックの調査と登録  

３．制御プログラムや検定データのアセンブル  

４．Ｐ－ＲＯＭのコピー  

５．任意コマンドの送信  

６．Ａ／Ｄ変換器の調整機能  

 

は、選択されているチャンネル（カーソル点［×］のあるチャンネル）の縦軸スケールに、他のチャンネルのスケールを

合わせます。 
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１－２．装置情報の変更－［関連項目 係数情報の変更］ 

１．ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌｏｒｅｒをメンテナンスモードで起動します。本体が保管状態［Ｓｔ］か、 で確認しま

す。 

２．ツールバーの をクリックして、下のウィンド

ーを表示させます。数値が表示されない時は、

をクリックします。 

３．変更したい項目の値をキーインして、

をクリックします。［装置情報書

換えの注意］ウィンドーが表示されたら、［ＯＫ］

をクリックします。 

４．本体にコマンドが、送信され、値を書き換えま

す。 

５．本体がリセットされます。動作確認ランプが１０

秒間、点灯します。 

６．消灯後、 で変更項目を確認してください。 

この装置情報は、本体の電源を切ったり、バッテリーパックをはずしても、消えません。次に で書き替えるまで維

持されます 

 

１－３．装置情報の追加説明 

ウォームアップ開始時刻 

予備測定（１分）時、どの時点から、プローブに電源をいれるかを指定します。通常、０（１分間ＯＮ）。たとえば４０（秒）とした

場合は、予備測定開始４０秒後に、プローブに電源が入り、２０秒後に本測定が開始されます。ウォームアップが短くてす

むプローブは、消費電力の節約になります。 

ＲＴＣ周波数 

製造時、周波数カウンターで測定した値を小数点２位まで入れます。例：３２７６９．９０。プログラムで適切な値に計算しな

おし、本体に送ります。そのため で返された値とキーイン値が異なる場合があります。 

不良ブロック数 

製造初期にＫ９Ｆ５６０８の不良ブロック数を の機能で調査して登録します。通常、１～１０程度になります。 

電話先の番号 

ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ（本体）は通常、着信待ちの状態になっており、パソコンからの電話接続が完了し、データ回収コマンドを受

信してから、データの送信を開始します。事情により、パソコンから電話をかけるのが難しい場合、ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ（本体）

から、パソコンに電話をかけるように設定することができます。 

この機能を利用するときは、モデムを間欠動作にします。モデムＯＮ、１０秒後に、ここで指定した番号にＫＯＢＡＮＺＡＭＥか

ら、電話をかけてきます。そして１分後にデータを送信してきます。１分以内に接続できない時は、受信できません。この機

能を利用するときは、ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌｏｒｅｒを自動着信モードで起動します。また、本体が保管状態では機能しませ

ん。データ受信終了後、パソコンが電話を切ることにより、携帯電話も自動的に接続が切られます。 

自動送信測定回数 
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通常、０になっています。前項の自動送信機能を利用するとき、過去、何測定分のデータを回収するか、指定します。前項

で電話番号の指定がない場合は、ＲＳ－２３２Ｃラインへデータを自動送信します。ＲＳ－２３２Ｃラインを使用するときも、モ

デムの間欠動作が必要です。 

通信タイムアウト（秒） 

通常、１０（秒）になっています。本体の最後の送受信から、送受信機能が初期化されるまでの時間。送受信機能が初期化

されると、本体は、新しいコマンドを受信するまで、送受信機能を停止し、消費電力を抑えます。このＫＯＢＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌ

ｏｒｅｒの初期化ファイルの４項目の”受信タイムアウト”と、６項の”受信リトライ回数”に関係します。通信タイムアウト（秒）＞

＝受信タイムアウト×受信リトライ回数＋２（秒）の関係が必要です。 

着信コール回数 

携帯電話の自動着信時のコール回数を指定します。通常、２回になります。モデムのネゴシエーションがうまくいかない場

合は、３回にしてみます。 

拡張メモリ 

ＷＡＶＥ ＨＵＮＴＥＲ０４に拡張メモリ（１２８ＭＢ）が、実装されている場合にＯＮします。ＫＯＢＡＮＺＡＭＥでは、ＯＦＦにしま

す。 

自動ＡＣＫ禁止 

オーバーライト機能で、子機への”ＡＣＫ”信号の返信は、通常、親機が行います。下記の２つの場合、それを禁止して使用

できます。 一般的に”ＡＣＫ”信号は、データフレームを正常に受信した場合の返信です。受信タイムアウトした場合は、リト

ライとして”ＮＡＫ”信号を返信します。 

１．子機のオーバーライトデータ（バッチ出力時）に、同時にパソコンでデータを回収したい場合に利用します。子機はパソコ

ンの”ＡＣＫ”に応じてデータを出力します。パソコンは受信データを、ファイル化します。パソコンからの回収コマンドは必要

ありません。パソコンは常に受動状態で、データを収録します。 

２．子機のオーバーライトデータ（モニタ出力時）を、フレームスルー機能を利用して、同時にパソコンで受信します。子機は

パソコンからの”ＡＣＫ”は無視して動作します。モニタフレーム（圧縮フレームではできない）受信になるため、親機に無線テ

レメータを接続した場合でも利用できます。 

 

１－４．本体の制御プログラムの書換え－［関連項目 制御プログラムのアセンブル 製造手順］ 

１．本体とパソコンを接続します。ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌｏｒｅｒをメンテナンスモードで起動します。 

２． をクリックして、通信状態を確認します。本体が保管状態［Ｓｔ］か、確認してください。 

３．ツールバーの をクリックします。［ファイルを開く］ウィンドーで、ファイル”ｓｍ０３ａ．ｈｅｘ”（０３はプログラムバージョン）

を指定します。 

４．［プログラムコード書換えの注意］ウィンドーで［ＯＫ］をクリックします。 

５．本体の動作確認ランプが点灯します。再び、［プログラムコード書換えの注意］ウィンドーを表示します。 

６．［ＯＫ］をクリックします。［状態表示］に”プログラム送信中”を表示し、本体にプログラムコードを転送します。 

７．”プログラム送信終了”後、本体は、制御プログラムを書き換えます。 

８．本体がリセットされます。動作確認ランプが１０秒間、点灯します。 

 

１－５．制御プログラムのアセンブル－［関連項目 制御プログラムの書換え］ 

ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ（本体）の制御プログラムをアセンブルします。カレントフォルダにサブフォルダ”￥ＢＩＮ”が、必要です。ＫＯＢ

ＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌｏｒｅｒはメンテナンスモードで起動します。 

１．ツールバーの をクリックします。［ファイルを開く］のウィンドーで、”ｓａｍｅＰ０３．ＭＡＫ”（０３はプログラムバージョン）を

開きます。 
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２．自動的に、コマンドプロンプトのウィンドーを表示し、制御プログラムをアセンブルします。 

３．コマンドプロンプトのウィンドーは、そのまま残りますので、エラーの有無を確認してから、閉じてください。 

４．サブフォルダ”￥ＢＩＮ”にファイル”ｓｍ０３Ａ．ＨＥＸ”（０３はプログラムバージョン）ができます。 

５．ツールバーの ［制御プログラムの書換え］によって、制御プログラムを書き換えます。 

 

１－６．酸素（ＤＯ）・水温プローブの検定データのアセンブル－［関連項目 係数情報の変更］ 

ＫＯＢＡＮＺＡＭＥの酸素（ＤＯ）･水温プローブの検定データをアセンブルします。カレントフォルダにサブフォルダ”￥ＢＩＮ”が、

必要です。 

１．検定データファイル作成プログラム（ｏｘｙ０１．ｅｘｅ） で、オリジナルの検定データファイル（ｏｘｙ００１．ｃｓｖ ００１はプロ

ーブの製造番号）から、検定データファイル（ｏｘｙ００１．ａｓｍ）を作成します。 

２．検定データファイル（ｏｘｙ００１．ａｓｍ）をサブフォルダ”￥ＢＩＮ”にコピーします。 

３．ツールバーの をクリックします。［ファイルを開く］のウィンドーで、”ｏｘｙＴ０９．ＭＡＫ”を開きます。 

４．［酸素・水温プローブ番号の指定］ウィンドーで、プローブの製造番号をキーインし、［ＯＫ］をクリックします。 

５．自動的に、コマンドプロンプトのウィンドーを表示し、検定データをアセンブルします。 

６．コマンドプロンプトのウィンドーは、そのまま残りますので、エラーの有無を確認してから、閉じてください。 

７．サブフォルダ”￥ＢＩＮ”にファイル”ｏｘｙ００１．ＨＥＸ”ができます。 

８．ツールバーの ［係数情報の変更］によって、検定データを書き換えます。 

 

１－７．風向・風速プローブの方位検定データのアセンブル－［関連項目 係数情報の変更］ 

ＫＯＢＡＮＺＡＭＥの風向･風速プローブの方位検定データをアセンブルします。カレントフォルダにサブフォルダ”￥ＢＩＮ”が、必

要です。 

１．方位検定データファイル作成プログラム（ｗｉｎｄ０１．ｅｘｅ） で、オリジナルの方位検定データファイル（ｗｉｎｄ００１．ｃｓｖ 

００１はプローブの製造番号）から、検定データファイル（ｗｉｎｄ００１．ａｓｍ ）を作成します。 

２．方位検定データファイル（ｗｉｎｄ００１．ａｓｍ）をサブフォルダ”￥ＢＩＮ”にコピーします。 

３．ツールバーの をクリックします。［ファイルを開く］のウィンドーで、”ｗｉｎｄＴ０８．ＭＡＫ”を開きます。 

４．［風向･風速プローブ番号の指定］ウィンドーで、プローブの製造番号をキーインし、［ＯＫ］をクリックします。 

５．自動的に、コマンドプロンプトのウィンドーを表示し、検定データをアセンブルします。 

６．コマンドプロンプトのウィンドーは、そのまま残りますので、エラーの有無を確認してから、閉じてください。 

７．サブフォルダ”￥ＢＩＮ”にファイル”ｗｉｎｄ００１．ＨＥＸ”ができます。 

８．ツールバーの ［係数情報の変更］によって、方位検定データを書き換えます。 
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１－８．着信バースト回収（電話接続） 

Ａ．本体を、パソコンに電話をかけるように設定します。 

１．本体（５ピンコネクタ）とパソコン（ＣＯＭポート）を付属のケーブルで接続します。 

２．ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌｏｒｅｒをメンテナンスモードで起動します。使用するＣＯＭポートが、一致しているか確認してくださ

い。 

３． をクリックして、通信状態を確認します。状態インジケータで、本体が保管状態［Ｓｔ］であることを確認し

ます。 

４．ツールバーの をクリックします。下のウィンドーを表示させます。数値が表示されない時は、 をクリックし

ます。 

５．［モデムＯＮ時間（分）］を１０（分）、［モデムＯＮ間隔（分）］を測定間隔にあわせます。［モデムＯＮ基準時刻］は、次の測定

終了時刻、１分後に合わせます。 

６．［電話先の番号］にパソコンのモデムの電話番号をキーインします。［自動送信測定回数］を２（回）にします。 

７． をクリックします。［装置情報書換えの注意］ウィンドーが表示されたら、［ＯＫ］をクリックします。コマンドが、

送信され、値を書き換えます。 

８．本体がリセットされます。動作確認ランプが１０秒間、点灯します。消灯後、 で変更項目を確認してください。 

Ｂ．ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌｏｒｅｒを自動着信モードで起動します。 

１．ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ（本体）が測定を終了し、本体モデムがＯＮした後、１０秒で、パソコンに電話をかけてきます。 

２．接続完了後、データを送信してきます（本体モデムＯＮ、１分後）。ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌｏｒｅｒは、データを受信して、マスタ

ーファイルを作成します。 

３．電話が切断され、［状態表示］に、”ＣＯＭ＊－切断”を表示します。 

注１．”着信バースト回収”動作は、本体が測定状態、待機状態で有効です。保管状態では無効になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－９．着信バースト回収（ＲＳ－２３２Ｃ接続） 

前項で［電話先の番号］に、電話番号を指定しない場合は、ＲＳ－２３２Ｃラインへデータを自動送信します。ＲＳ－２３２Ｃライ

ンを使用するときも、モデムの間欠動作は必要です。 
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１－１０．任意コマンドの送信 

本体に特殊なコマンドを送信するとき、使用します。 

１．本体とパソコンを接続します。ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌｏｒｅｒをメンテナンスモードで起動します。 

２． をクリックして、通信状態を確認します。 で切り替えて、下図のコマンドフレームのリストを表示

します。 

 

３．ダウンリストの中から、コマンドを選択して表示します。必要ならば、フレームのパラメーターを書き換えます。 

４．ツールバーの をクリックして、コマンドを送信します。 

注１．コマンドフレームの構成の詳細は、ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ”インターフェイス説明書”にあります。 

特殊マンド ６７Ｈ 

全メモリの消去。通常の［メモリクリア］は、登録されている不良ブロックを除いたエリアを消去します。”６７”リセットコマンド

は、それを無視して、不良ブロックを含む、全エリアを消去します。 

５７Ｈ 

不良ブロックデータの書き込み。７～３０バイトに不良ブロックアドレスを１２個までキーインできます。１２を超える場合は、

続きのブロックアドレスを指定して、再度、”５７”リセットコマンドを実行します。実行後、［メモリの調査］を実行して、不良ブ

ロックを調査して新しいテーブルを登録する必要があります。指定がないと不良ブロックテーブルの消去のみ行います。 

７４Ｈ 

制御メモリのスナップショット。１３バイト目：オフセットアドレス。１５バイト目：セグメントをキーインしてをクリックします。フレ

ーム長－４バイトのメモリの内容を表示（フォーマット３にします）します。 

 

１－１１．Ａ／Ｄ変換器の調整機能 

１．本体とパソコンを接続します。ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌｏｒｅｒをメ

ンテナンスモードで起動します。 

２． をクリックして、通信状態を確認します。 

３．ツールバーの をクリックします。右表を表示します。 

４．各Ａ／Ｄ変換入力チャンネル１～８の値を表示します。ここで

の値も、［係数情報の設定］で計算された値を表示します。 

５．右表の表示値の分解能を、高くしたいときは、［係数情報］のＡ

項を１．００００に設定します。 

注１．右表の値は、プローブ専用の検定データで変換される前の

値です。 

 

ＷＡＶＥ ＨＵＮＴＥＲ０４のＡ／Ｄ調整時の表示項目 

ＣＨ５ 水温 

ＣＨ６ 方位 

ＣＨ７ Ｘ流速 

ＣＨ８ Ｙ流速 

ＣＨ１ 水圧 
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ＣＨ２ Ｅ流速 

ＣＨ３ Ｎ流速 

ＣＨ４ 超音波水位 

 

１－１２．不良ブロックの調査と登録

この調査と登録は、製造初期、データメモリ（ＩＣ１４：Ｋ９Ｆ５６０８）

に、何も書き込まれていない状態で実行します。 

１．本体とパソコンを接続します。ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌｏｒｅｒをメ

ンテナンスモードで起動します。 

２． をクリックして、通信状態を確認します。本

体が保管状態［Ｓｔ］か、確認してください。 

３．ツールバーの をクリックします。［不良ブロック調査の注

意］ウィンドーで［ＯＫ］をクリックします。 

４．右図のように不良ブロックアドレスを１６進数で表示します。登録終了後、本体をリセットします。このアドレスは、コピーして

テキストファイル”ＢＢｌｏｃｋ５ＮＮＮ．ＴＸＴ”（ＮＮＮ：機械番号下３桁）として保存してください。 

５． で［不良ブロック数］を確認します。 

 

１－１３．ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ（本体）のプリント基板の製造手順 

１．Ｐ－ＲＯＭソケットを、”ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ ０２Ｘ－０００１－０２，０３ プリント基板”にハンダ付けします。下記の”基板－ソケ

ット”の配線にになります。 

２．基板のＪＰ１、２－４、３－５をカットして、ＪＰ１、１－４、２－５をショートします。 

３．本体とパソコンを接続し、基板に電源を入れます。 

４．ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌｏｒｅｒをメンテナンスモードで起動します。 で、本体が保管状態［Ｓｔ］か、確認して

ください。 

５．ツールバーの をクリックします。［Ｐ－ＲＯＭコピーの注意］ウィンドーで［ＯＫ］をクリックします。 

６．本体にコマンドが、送信され、Ｐ－ＲＯＭを、ＩＣ４（ＭＢＭ２９ＬＶ１６０）にコピーします。 

７．本体がリセットされます。動作確認ランプが１０秒間、点灯します。 

８．消灯後、基板の電源を切ります。ＪＰ１、１－４、２－５を切り離し、カットしたＪＰ１、２－４、３－５を接続します 

９．基板に電源を入れます。 で、本体と通信して動作を確認してください。 

１０．基板の電源を切り、Ｐ－ＲＯＭソケットのハンダ付けをはずし、基板から取り外します。 

１１．サブホルダの制御プログラムファイル”￥ｂｉｎ￥ｓｍ０３ａ．ａｓｍ”の、製造番号、製造年月を変更して、 でアセンブル

します。 

１２．基板に電源を入れ、 の機能で、制御プログラムを書き換えます。 

１３． の機能でデータメモリ（ＩＣ１４：Ｋ９Ｆ５６０８）の不良ブロックの調査と登録を行います。 
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１４．基板のＲ４端で、ＲＴＣ（ＩＣ８：ＲＶ５３Ｃ３４８Ａ）の周波数を周波数カウンターで、小数点２位（３２７６＊．＊＊Ｈｚ）まで求め

ます。 

１５． の機能の［ＲＴＣ周波数］を、測定周波数にして、 でＲＴＣを補正してください。 

１６．必要に応じて［書込みテスト］を実行してください。 

 

基板－ソケット 

Ｔ０－Ｓ１２  Ｔ１５－Ｓ３ 

Ｔ１－Ｓ１１  Ｔ１６－Ｓ１３ 

Ｔ２－Ｓ１０  Ｔ１７－Ｓ１４ 

Ｔ３－Ｓ９  Ｔ１８－Ｓ１５ 

Ｔ４－Ｓ８  Ｔ１９－Ｓ１７ 

Ｔ５－Ｓ７  Ｔ２０－Ｓ１８ 

Ｔ６－Ｓ６  Ｔ２１－Ｓ１９ 

Ｔ７－Ｓ５  Ｔ２２－Ｓ２０ 

Ｔ８－Ｓ２７  Ｔ２３－Ｓ２１ 

Ｔ９－Ｓ２６  Ｔ２４－Ｓ２４ 

Ｔ１０－Ｓ２３  Ｔ２６－Ｓ２２ 

Ｔ１１－Ｓ２５  ＧＮＤ－Ｓ１６ 

Ｔ１２－Ｓ４  Ｖｃｃ－Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３０，Ｓ３１，Ｓ３２ 

Ｔ１３－Ｓ２８ 

Ｔ１４－Ｓ２９ 

 

１－１４．ＷＡＶＥ ＨＵＮＴＥＲ０４（本体）のプリント基板の製造手順 

１，ＤＳＷ１の１，３－ＯＮ、２，４－ＯＦＦにして、コピー用のＰＲＯＭ（ＩＣ２１－μＰＤ２７Ｃ２００１）を取り付けます。ＤＳＷ２は、２

－ＯＮにしておきます 

２．本体とパソコンを接続し、基板に電源を入れます。 

３．ＫＯＢＡＮＺＡＭＥ Ｅｘｐｌｏｒｅｒをメンテナンスモードで起動します。 で、本体が保管状態［Ｓｔ］か、確認して

ください。 

４．ツールバーの をクリックします。［Ｐ－ＲＯＭコピーの注意］ウィンドウで［ＯＫ］をクリックします。 

５．本体にコマンドが、送信され、Ｐ－ＲＯＭを、ＩＣ４（ＭＢＭ２９ＬＶ１６０）にコピーします。 

６．本体がリセットされます。動作確認ランプが１０秒間、点灯します。 

７．消灯後、基板の電源を切ります。ＤＳＷ１を２，４－ＯＮ、１，３－ＯＦＦにします。ＩＣ２１は取り外します。 

８．基板に電源を入れます。 で、本体と通信して動作を確認してください。 

９．サブホルダの制御プログラムファイル”￥ｂｉｎ￥ｗｈ０４ｖ１ａ．ａｓｍ”の、製造番号、製造年月を変更して、 でアセンブル

します。 

１０．基板に電源を入れ、 の機能で、制御プログラムを書 き換えます。 
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１１． の機能でデータメモリ（ＩＣ１４ Ｋ９Ｆ５６０８）の不良ブロックの調査と登録を行います。 

１２．基板のＲ４端で、ＲＴＣ（ＩＣ８ ＲＶ５３Ｃ３４８Ａ）の周波数を周波数カウンターで、小数点２位（３２７６＊．＊＊Ｈｚ）まで求め

ます。 

１３． の機能の［ＲＴＣ周波数］を、測定周波数にして、 でＲＴＣを補正してください。 

１４．必要に応じて［書込みテスト］を実行してください。 

 

１－１５．プログラムバージョン２での追加（２００５／９） 

１．ＤＳＷ３の２，３をＯＮにし、ＥＸＴＩＯを有効にします。MagicTel の送受信切替信号（Ｔ／Ｒ）として使用で

きるようにします。 

２．ＷＨ０４でテレメータを利用する場合は、海側の MagicTel の制御基板のスイッチの２，７をＯＮにします。Ｗ

Ｈ９４では、２，６，７がＯＮでした。 

 

２－１．Ｈ００ファイルへ変換 

ポップアップメニュー（右クリックメニュー）の［Ｈ００ファイルへ変換］は、“ｓｍＮＮＮｍ．ｋ０２”を、“ｓｍＮＮＮｍ．ｈ００”に変換し

ます。“ｋ０２”と“ｈ００”マスターファイルの違いは、下記の２点です。 

１．“ｈ００”ではヘッダー部の最初に、各チャンネルの平均値が入っています。“ｋ０２”では、ＣＨ１の平均値の部分に、測定要

素が定義されています。ＣＨ２、ＣＨ３、は未定です。ＣＨ４＝方位、ＣＨ５＝水温は、“ｈ００”と同じです。この機能で変換し

た“ｈ００”ファイルは、ＣＨ１＝０になります。 

２．測定パラメーターＭ２の変換。“ｋ０２”ファイルは、Ｍ２のｂｉｔ０＝ＣＨ１、ｂｉｔ１＝ＣＨ２、ｂｉｔ２＝ＣＨ３、ｂｉｔ３＝ＣＨ４、それぞれ

チャンネル毎に、独立して設定できるようになっています。“ｈ００”ファイルでは、ｂｉｔ０＝ＣＨ１、ｂｉｔ１＝ＣＨ２、ＣＨ３、ｂｉｔ２＝

ＣＨ４になっており、ＣＨ２、ＣＨ３は同時に設定されます。この違いを変換しています。 

 

２－２．モニターファイルへ変換 

“ｓｍＮＮＮｍ．ｋ０２”マスターファイルを、モニターファイル“ｓｍＮＮＮＹＹＹＹＭＭＤＤＨＨＭＭｍ．ｋ０２”に変換します。モニタファ

イルは、下記の固定フォーマットで統一されています。この固定フォーマットにマスターファイルを変換します。変換されたモニ

タファイルは、 ［モニタファイルの編集］によって、フォーマットを自由に変更できます。たとえば、４チャンネル収録している

マスターファイルを、１チャンネルごとのファイルに分けることができます。既にフォルダにあるモニタファイルは、変換時に、全

て削除されます。必要なバックアップを行ってから、変換してください。 

 

モニターファイルのフォーマット 

測定時間  ６０分 

測定間隔  ６０分 

サンプル間隔 ０．５秒 

収録チャンネル数 ４ 

収録測定回数 １回 
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